
～農福連携現場で農業と福祉双方の知識を持った実務的アドバイスを行う人材を育成～

「農福連携技術支援者」とは、農業者・就労系障害福祉サービス事業所の職
業指導員・障害者本人の三者に対し、農福連携を現場で実践する手法を具体的
にアドバイスする専門人材のことです。
座学研修と実地研修受講後、修了試験で必要な知識と技術を身につけたと認

められた方は、農林水産省認定の農福連携技術支援者として、農福連携に取り
組む農業現場において、実務的なアドバイスを行うことができます。

研 修 内 容

（１）座学研修（eラーニング）※ 動画視聴
動画配信期間：9月 25日（水）

～ 10 月 16日（水）
①農福連携概論、②社会福祉と障害者福祉
③障害者雇用と障害福祉サービス事業の仕組み、関係機関の役割
④障害福祉サービス事業の運営の実務
⑤障害特性と職業的課題の基礎、⑥農業と農村社会
⑦農作業の一般的な特徴、⑧農業経営の仕組み、⑨農作業の流れ
⑩農業者による農福連携の経営実務
⑪農作業における作業細分化・難易度評価・作業割当ての技法

（２）実地研修（場所：農業担い手育成センター・四万十町黒石 665）
日 時 内 容 講 師

10 月 17日（木）

10:00～16:10

障害特性に対応した

農作業支援技法（実地研修）

川崎医療福祉大学

西田洋子講師

10 月 18日（金）

8:30～16:30

障害福祉サービス事業の運営の

実務（事業所見学）

STEP ONE・株式会社カネヱイ

ユウアンドアイ・いわた農園

10 月 21日（月）

9:00～16:30

10 月 22日（火）

9:00～15:50

農作業における作業細分化・難

易度評価・作業割当ての技法

（実地研修）

※ 日 14:20～ 修了試験

神戸学院大学 菊川裕幸講師

受講無料



受 講 対 象
すでに農福連携の支援に関わっている方またはこれから
関わろうとする方（農業者、障害福祉サービス事業所
職員、自治体職員、JA職員等、農福連携に関心ある方）

定 員 20名 ※ 定員を超える応募があった場合は、受講者の調整を行います。

受 講 申 込 申込〆切：９月 13日（金）

提 出 先

・受講申込フォームに必要事項を入力するか、受講申込書を記入し FAX また
は Email にてお申し込みください。
・受講の可否について、９月 20日（金）までに Eメールでご連絡いたしま
ます。定員 20名のため、多数の申し込みがあった場合は受講できない場
合があります。※ 次年度の開催は未定です

【受講申込フォーム】https://forms.gle/19PnuRyAv5J3REoo8

【受講申込書】
https://www.nogyo.tosa.pref.kochi.lg.jp/info/dtl.php?ID=10024

高知県農業振興部環境農業推進課 労働力確保担当
〒780-0850 高知県高知市丸ノ内 1-7-52
FAX：088-821-4536
Email：160501@ken.pref.kochi.lg.jp

問 合 せ 先 環境農業推進課 労働力確保担当 TEL：088-821-4535

会 場 案 内

・実地研修では農作業を行うため、農作業に適した服装をしてください。
・農作業機械等の取扱もあることから、受講者各自の判断で任意の傷害保険へ
の加入をお勧めします。また、当日は健康保険証をご持参ください。

・研修期間中、発熱等の体調不良が生じた方は受講を控えてください。

高知県立農業担い手育成センター
〒786-0042
高知県高岡郡四万十町黒石 665
TEL：0880-24-0007

注 意 事 項

申込フォーム QR コード →

申込書QR コード →


